
これからの森林情報とは
森林簿の未来とは

令和4年３⽉４⽇

（代表）

令和３年度レーザ計測による森林資源データの解析・管理の標準化事業

一般社団法人日本林野測量協会

公的な情報として毎年成⻑する森林簿・計画図と、施業実績等現地で計測した情
報がある。互いに参照でき、必要な項目が反映できることが望ましい。
所有者情報は林地台帳で管理するものとし、森林資源量について検討する。
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森林資源量情報の３相構造

実際に計測した
一時点の
森林資源量
計測データ

計測データを集約した
森林資源量
集計データ

森林⾏政に⽤いる
⼩班・森林簿データ
仮想空間
成⻑モデル

• 航空レーザ計測、地上レーザ計測、
ドローンオルソ画像、現地調査など

• 様々な解像度、データソースで構成
• 成⻑しない一時点のデータ

• 森林資源量集計データの更新
間隔を成⻑モデルで補完

• 森林資源量集計データからの
更新⽅法の検討も必要

• 基礎メッシュ、⼩班、林相、地番
などのポリゴンに集計

• 様々なデータソースを一つのレイ
ヤに合成

• 成⻑させる⼿法の検討も必要
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R2の標準化対象 今年度
検討



統計データの精度を⾼めるため
生態系多様性基礎調査（全国4kmメッシュの現地調査）からも全国統計は
得られる。

林業事業体が適切に施業を実施するため
森林簿材積が過少なため、実材積の３割間伐が森林簿上の3割を上回ってし
まう。
森林簿に基づく経営計画と、実材積（航空レーザ計測データ）に基づく森林
所有者への施業提案を別途作成している。

異なるスケール（空間・時間）を1つのデータで管理しようとしている。
データもスケールに応じて管理すべきである。
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森林簿における森林資源量の修正の必要性

昨年度の課題への対応 ※考え⽅・課題の整理は報告書に記載のみ
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本事業における検討項目

項目 課 題 対応

データ ①森林資源計測データによる森林簿の
更新方法

考え方・課題の整理

②森林資源量集計ポリゴンの更新方法 考え方・課題の整理
サンプルデータ作成

③森林資源量データのオープンデータ
化の検討

考え方・課題の整理

④凡例・用語の標準化 ガイドラインの改訂、
サンプルデータ作成

⑤地形情報、路網情報のデータ 標準仕様書に追加、
サンプルデータ作成

⑥精度検
証

解析手法・精度検証の標準化 ガイドラインの改訂

現地調査方法 ガイドラインの改訂

⑦歩掛り、
工期

資源量解析の標準歩掛りの作成（プロッ
ト調査にかかる日数、工期等を含む）

計測分科会で検討、
林測協で対応

セ
ッ
シ
ョ
ン

③

セ
ッ
シ
ョ
ン

➁

あくまでも議論のきっかけとして︕



１． 森林資源計測データによる
森林簿の更新方法
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森林簿における材積計算の仕組み
地位︓森林簿の創設時に推定で⼊⼒された。５〜７区分
林齢︓造林時の届出等により更新され、以降、⾃動で更新されていく。
材積︓地位と林齢から収穫予想表に基づき⾃動で⼊⼒される。

収穫予想表の仕組み
様々な林齢の標準地調査の結果から作成されている。
適正に間伐されていることが前提となっている。
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森林簿の仕組み

スギ人工林林分収穫表・林分密
度管理図
（岐阜県林政部、平成4年3月）



収穫予想表とは、森林簿に記載されている樹種、林齢、地位から幹
材積合計や成⻑量等を推定するためのもので、地域別・樹種別・地
位別に作成される。
森林総合研究所「収穫予想表作成プログラム」等により作成すること
ができる。林齢別に相当数の毎⽊調査プロットが必要となる。
https://www.ffpri.affrc.go.jp/database/shuukakuyosouhyou/inde
x.html

森林簿の材積を航空レーザ計測データで上書きしたとしても、林齢に
応じた材積で更新されてしまう。

成⻑モデル（地位・収穫予想表）⾃体を修正する必要がある。
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森林簿における成⻑の⽅法（収穫予想表）について

あ
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スギ人工林林分収穫表・林分密度管理図（岐阜県林政部、平成4年3月）

地位別上層樹高成長曲線図

すでに⾼齢級の修正は実施
が進んでいる。
⇒過去の統計データとの不
連続性は許容されている。
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地位別材積成長曲線

スギ人工林林分収穫
表・林分密度管理図
（岐阜県林政部、平成
4年3月）

あ
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スギ人工林林分収穫表・林分密
度管理図
（岐阜県林政部、平成4年3月）
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スギ林分密度管理図

スギ人工林林分収穫表・林分
密度管理図（岐阜県林政部、
平成4年3月）
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森林簿の仕組みと材積の修正ポイント❶

樹種 林齢 地位 面積 総材積
スギ 50 ２ 10 6290
ヒノキ 45 ３ 15 7740

森林簿

林齢

材積
m3/ha

地位1

地位5
～

収穫予想表

材積/ha

計画図

スギ 50 ２ 5 3145

❶林相ポリゴンに基づき計画図を修正→面積修正→総材積修正
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森林簿の仕組みと材積の修正ポイント❷

樹種 林齢 地位 面積 総材積 解析樹種 合計材積
スギ 50 ２ 10 6290 スギ 7230
ヒノキ 45 ３ 15 7740 スギ 8540

森林簿

林齢

材積
m3/ha

地位1

地位5
～

収穫予想表

材積/ha

計画図

❷ 計画図の図形に対し、単木
ポイントを集計して森林資源
量集計ポリゴンの属性を付与

成⻑させる⽅法
は要検討
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森林簿の仕組みと材積の修正ポイント❸

樹種 林齢 地位 面積 総材積
スギ 50 ２ 10 6290
ヒノキ 45 ３ 15 7740

森林簿

林齢

材積
m3/ha

地位1

地位5
～

収穫予想表

材積/ha

計画図

スギ 50 １ 10 6950

❸レーザ計測樹高に基づき地位指数を修正→総材積修正
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森林簿の仕組みと材積の修正ポイント❹

樹種 林齢 地位 面積 総材積
スギ 50 ２ 10 6290
ヒノキ 45 ３ 15 7740

森林簿
収穫予想表 材積/ha

計画図

林齢

材積
m3/ha

地位1

地位5
～

収穫予想表

❹収穫予想表を
修正する

→材積/ha修正
→総材積修正

スギ 50 2 10 6580

材積/ha

通常は現地調査に基づき
修正。

レーザ計測データを現地
調査の補⾜として利⽤す

るには検証が必要。
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森林簿（計画図）修正の判断フロー
森林簿の最⼩単位を⼩班と呼ぶ。（実際の呼称は様々）
⼩班単位で計画図ポリゴンが作られていない場合、レーザ計測による森林簿の修正は困難。
実際には⼩班は林相と所有者で分けられるが、所有者情報は地籍調査が完了しない限り確
定しないこと、また林地台帳で管理することから、ここでは林相のみを検討の対象とする。
台帳面積とGIS面積の課題もある。

計画図の修正は
不要

⼩班界が林相を
反映している

Yes No

計画図のポリゴン
を修正する

⼩班内に複数林相が混在することを
許容

（メッシュや林相をもとにした森林資
源量集計ポリゴンを独⽴して利⽤）

❶林相ポリゴンに基
づき計画図を修正

Yes No

⼩班内は単一林相
材積に
も影響

©2022 JAPAN FOREST TECHNOLOGY ASSOCIATION All Rights Reserved

※ 現時点のフローであり
定期的に⾒直しが必要
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森林簿修正の判断フロー
森林簿の

材積を修正する

❷ 計画図の図形に対
し、単⽊ポイントを集計
して森林資源量集計
ポリゴンの属性を付与

NoYes

❸レーザ計測樹
⾼に基づき地位
指数を修正

森林簿に
森林資源量集計ポリゴン

の属性を付与

●森林簿は修正しない
（メッシュや林相をもとにし
た森林資源量集計ポリゴ

ンを独⽴して利⽤）

NoYes

レーザ材積
を補⾜的に
利⽤する

Yes No

検証が必要 現地調査により修正
（従来⼿法）

❹収穫
予想表を
修正する

Yes No

終了

レーザ計測
材積で直接
上書きする

新たな
成⻑モデル
が必要

Yes No
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※ 現時点のフローであり
定期的に⾒直しが必要
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推奨ルート（異なる⽅向性を両⽴）

計画図の
修正は不要

⼩班界が林相を
反映している

Yes No

計画図のポリゴン
を修正する

⼩班内に複数林相が
混在することを許容

（メッシュや林相をもとに
した森林資源量集計ポリ
ゴンを独⽴して利⽤）

❶林相ポリゴンに基づき
計画図を修正

Yes No

⼩班内は単一林相

森林簿の
材積を修正する

❷ 計画図の図形に対し、
単⽊ポイントを集計して森
林資源量集計ポリゴンの属

性を付与

NoYes

❸レーザ計測樹⾼
に基づき地位指数

を修正

森林簿に
森林資源量集計ポリゴンの

属性を付与

●森林簿は修正しない
（メッシュや林相をもとにした
森林資源量集計ポリゴンを独

⽴して利⽤）

NoYes

レーザ材積
を補⾜的に
利⽤する

Yes No

検証が必要 現地調査により修正
（従来⼿法）

収穫
予想表を
修正する

Yes No

終了

レーザ計測
材積で直接
上書きする

新たな
成⻑モデル
が必要

Yes No

統計情報向け
森林簿を実態に

合った森林資源情
報として再構築し

ていく。

森林施業向け
森林簿と森林資
源情報を別レイヤ
として管理していく。

※ 現時点のフローであり
定期的に⾒直しが必要



2． 森林資源量集計ポリゴンの
更新方法
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森林資源量集計ポリゴンは昨年度定義した新たな概念。
→更新⽅法を検討
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森林資源量情報の３相構造

実際に計測した
一時点の
森林資源量
計測データ

計測データを集約した
森林資源量
集計データ

森林⾏政に⽤いる
⼩班・森林簿データ
仮想空間
成⻑モデル

• 航空レーザ計測、地上レーザ計測、
ドローンオルソ画像、現地調査など

• 様々な解像度、データソースで構成
• 成⻑しない⼀時点のデータ

• 森林資源量集計データの更新
間隔を成⻑モデルで補完

• 森林資源量集計データからの
更新⽅法の検討も必要

• 基礎メッシュ、⼩班、林相、地番
などのポリゴンに集計

• 様々なデータソースを一つのレイ
ヤに合成

• 成⻑させる⼿法の検討も必要
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表層⾼、地盤⾼共に
航空レーザ計測により
取得し、資源量推定

伐採届･造林
後状況報告な
どの電子申請、
測量成果、検
査結果など

航空レーザ

空中写真航空レーザ

航空レーザ
ドローン

全天球写真

施業提案、
収支予測

森林資源量
集計データ

森
林
ク
ラ
ウ
ド

施業後の森林現況把握
皆伐･造林の進捗確認

地上レーザ

森林簿を
更新

森林簿は
モデルで
成⻑

5〜10年で⼀⻫更新
森林資源量
集計データ 森林簿を

更新

表層⾼は空中写真、
地盤⾼は前回取得航空
レーザを⽤い、資源量推定

(航空レーザ再計測できない場合)

地形変化がない限り、
地盤⾼は同じデータも可
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森林資源量
計測データ

森林情報の更新イメージ

※ 森林資源量集計データの
更新頻度は今後の検討

案2

案1

航空レーザ計測データを基本とする。
案１〜３を並列で進める。
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森林資源量集計ポリゴンの更新案

更新方法案 メリット デメリット

計

測

案１ 定期的に全国を計測する（民国、森林
農地など関係なく）

コスト削減と
効率化になる。

林野庁のみで対応で
きず、省庁間連携

案２）ドローンや
地上レーザ等の
部分的な計測
データにより更
新する。

案２-１ 部分的な更新は、
計測データとして別レイ
ヤで管理する。

重ねていくこ
とで成長把握
が可能

データが増え管理が
煩雑

案２-２ 一定のタイミン
グ、又は施業のタイミング
で森林資源量集計ポリゴ
ンに統合していく。解析
範囲ポリゴンでデータ
ソースは管理できる。

データの管理
が容易

統合していく手間暇
がかかる
成長量が把握しづら
い

成

長

案３）計測データをもとにした新たな成長
モデルを開発する。⇒学会への提言
（例えば、計測時点からの経過年数で成長
させる。本数、樹高を基本とする。）

計測頻度を抑
えることがで
き、安価に運
用可能

成長予測に間伐の予
定が入ったモデルで
なければ、ズレが大
きくなっていく

• 「更新」には、「計測」と「成⻑」があり、
意味合いを整理することが必要。

案1

案2 案2-1

案2-2

案3



今後も検討が必要！
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産官学の連携

産官

学
• 計測技術の特徴を
活かした材積推定⽅法

• ビッグデータに基づく解析

• 技術開発
• 標準化

• 現場での活⽤

• データ、クラウドの
整備

• オープンデータ化
に向けた取組み


